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概  要 

 

DNA ﾏｰｶｰとは、染色体上の目印のようなもので親から子へ遺伝します。このDNA ﾏｰｶｰのうち、花の

色のように目に見える形質や病害抵抗性といった農業上重要な形質と連鎖関係（すなわち、まったく

同じように遺伝する）にあれば、将来備わる形質を極めて早期に判別でき、育種年限を大幅に短縮で

きます。我々は、園芸植物の染色体物理地図やDNA ﾏｰｶｰの開発を行っています。 
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染色体物理地図の構築 

   

例えば ダイコンの染色体物理地図の作成    例えば トウガラシ青枯れ病抵抗性遺伝子の特定 
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園芸植物の分離集団（基本は F2）を作成。 

AFLPやRAPDなど汎用マーカーを大量

に用いて高密度連鎖地図を作成。 

また、SSRマーカーの開発も行うことが

可能。 

他の集団でも利用可能な地図の作成。 

 

重要な形質（色や病害抵抗性など）に連鎖す

る 

 マーカーの選抜と STS化。 

 他品種に適用可能な DNA マーカーの開発と

新品  

 種の育成。 
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